
編 集 後 記

『三重大学国際交流センター紀要』第 4号 (留学生センター糸己要より通巻第

11号)をお届いたします○今回は､研究論文 2本､実践報告 2本の掲載 とな

りました｡例年に比べて掲載本数は少ないのですが､取 り上げられたテーマは､

ジェンダ-研究､日本語教育実習､海外英語教育研修､学習支援というように

幅広 く､内容的にも濃いものとなっています｡日々の授業やその他の業務に追

ゎれる中で､地道に取 り組まれてきた研究活動や実践活動の成果をご理解いた

だけることでしょう｡

掲載された研究論文については､本学各学部の先生方に査読のご協力をお願

いしました｡諸先生方には､年末のお忙 しい時にも関わらず快 くお引き受けいヽ

ただきましたこと､この場を借 りまして紀要編集委員会より厚 く御礼申し上げ

ます｡

2008年 10月より､本国際交流センターには新 しい専任教員､吉井美知子教

授を迎えました｡ご専門は国際協力学､市民社会研究で､すでに本センターに

はこれまでにない新鮮な風が吹き始めています｡

本学のキャンパスの北西には､鈴鹿山脈が連なります｡普段のキャンパスは

穏やかなのですが､春には鈴鹿おろしの風がここまで届き､その強さは駐輪場

の自転車が大きな音を立てて ドミノ倒 しにな-てしまうほどです｡

大学の生き残 りをかけて絶えず競争が求められる現在､本センターではぜひ

これらの風を追い風にして､力強 く前進 していけたらと思います｡
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